
平成２３年度第１回桜区区民会議　議事録
日　　時
平成23年5月26日（木）14時00分〜15時40分

会　　場
桜区役所４階大会議室

議　　事
（１）会長及び副会長の選出について

（２）協議テーマについて

（３）開催スケジュール（案）について

（４）その他

【会議出席者（敬称略）】
第五期桜区区民会議委員（五十音順）

岡村　正昭、尾﨑　昭彦、押切　勇、尾上　幸枝、片桐　正雄、清水いづみ、白川　裕司、

田村　均、林　　誠、原口久美子、福井八千代、若海　公子、和田　恊春、渡辺　節子
区役所幹部職員
区長、副区長、くらし応援室長、区民生活部長、健康福祉部長
事務局

桜区コミュニティ課
コンサルタント2名
傍聴者

なし

会議欠席委員
大貫　充、小島きよ子、永岡　幹弥

【議事内容】

１．開会


２．議事
（１）会長及び副会長の選出について
　　・会長、副会長の選出に先立ち、仮議長として白川委員を選出。仮議長の進行により、会長及び副会

長を選出。

　　・桜区区民会議設置要綱第４条に「区民会議に会長１人、副会長２人を置く」とあり、第２項に「会長、副会長はそれぞれ委員の互選により定める」とあるため、まず会長について立候補または推薦を募ったところ、第四期においてさわやか部会長を務め、実績のある原口委員の推薦があった。委員の賛同により、原口委員が会長に選出された。

　　・続いて副会長について、自治連推薦の押切委員、青少年育成さいたま市民会議推薦の尾崎委員の推薦があった。委員の賛同により、両委員が副会長に選出された。
（２）協議テーマについて
　　・会長、副会長の挨拶に続き、会長の進行により議事が進められた。

　　・議事（２）に先立ち、事務局より区民会議の概要について説明があった。
まず、区民会議が今期から協議体となり部会などの活動負担は低減が図られること、協議テーマは年度内２〜３本程度の提言を想定していること、定例会議を年６回程度の他に、臨時会の開催も可能なこと、協議に並行して区民アンケートや区民への報告会の実施、先進地視察なども想定していることが説明された。また、全市的に本庁コミュニティ推進課が10区の区民会議交流会を実施する企画も検討中であることが報告された。

また、委員の発議により運営委員会や広報委員会など委員会の設置も可能であるとの説明があった。

　　・続いて、事務局より資料３に基づき、区長提案の協議テーマ「桜区ブランド再発見について」の説明がなされた。
　　・委員より区長提案のテーマではなく、委員が自ら発意するテーマを協議しないと意味がない旨の発言があった。しかしながら第４期までは委員の発意によるテーマのみを協議していたが、テーマを決定するまでに時間がかかりすぎていたため、まずは区長提案テーマを協議し、その後委員発意によるテーマについても併せて検討してはとの意見があり、委員発意によるテーマの検討も平行して進めることとした。
（３）開催スケジュールについて

・事務局より今後のスケジュール案を説明するとともに、開催スケジュール作成の参考とするアンケートの説明がなされた。アンケートについては、6月9日（木）までに返信用封筒で回答いただきたい旨の依頼がなされた。

　　・次回６月に行われる区内見学会について、見学会を行う時期としては時期尚早ではないかという意見が出されたが、多数決により６月に区内見学会を開催することとした。

（４）その他

　・事務局より、会議結果及び議事録の公開、謝金の支払い、傷害保険の加入等について説明。

【次回日程】

・６月３０日（木）午前を予定。内容は区内見学会等を予定しているが、行先についてはアンケートの結果を参考に事務局にて決定し、後日通知を発送することとした。

第１回桜区区民会議の開会にあたり、事務局より配付資料の確認とともに、区民会議が公開であること、会議録は発言要旨をまとめたものをホームページ等で公開すること、桜区区民会議設置要綱に基づく定足数（過半数）の説明と第１回会議が委員14名の出席で成立する旨の説明がなされた。








第１回桜区区民会議に先立ち、委員委嘱式が行われた。


区長より出席委員全員に委嘱状が交付され、続いて区長より挨拶があった。その中で、任期の２年間、協力いただきたいこと、本日区長から提案するテーマについて議事の中で事務局より説明がある旨が伝えられた。その後、出席委員全員の自己紹介と、区役所幹部職員、事務局職員並びに区民会議運営補助の紹介があった。なお、副区長が区役所職員として区民会議の協議に参加する旨説明があった。
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